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1． 緒言 

本研究では、びわこフィールド（天然芝）

の表面温度1)や気温が、1 年を通し、春夏秋

冬、どのような温度変化をしているのかを

調査することを目的とした。 
 
2．研究方法 
 本研究の調査対象は、びわこ成蹊スポー

ツ大学内の、びわこフィールド（天然芝）

である。びわこフィールドの北西、北東、

中央、南西、南東で表面温度と気温を四季

にわたって測定した。太陽照度についても

測定をおこなった。 
   
3． 結果と考察 
 測定地点ごとの明確な表面温度や気温の

変化の規則性は確認できなかったが2)、9 月

14 日および、10 月 27 日の両日の測定でC
地点が他の地点よりも低い温度を示した。

図 1 を見ると、四季を通した平均の温度も

C地点が最も低いことがわかる。その理由と

して、C地点は、他の測定地点に比べ、周り

には天然芝しか無いからではないかと考え

る。C地点以外の測定地点は、C地点より高

い温度を示した。その理由として、全天候

型トラック（タータン）があるため、天然

芝の表面温度を上げたのではないかと見ら

れる。 
 
 

 
図 1 測定地点ごとの四季を通した平均の表

面温度 
 
4．結言 
太陽照度、表面温度、気温は、どの測定

地点でも比例していることがわかった。そ

の理由としては、太陽光が表面にあたり、

表面温度を増大させ、気体分子が表面に衝

突してエネルギーを受け取り、気体分子エ

ネルギー、即ち気温が増大するためと考え

られる。 
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